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はやぶさ２搭載中間赤外カメラの地球撮像による較正

Geometric and Radiometric Calibration of the Thermal Infrared Imager

onboard the Hayabusa2 Spacecraft by the Earth Observation
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　はやぶさ2搭載中間赤外カメラ（TIR）は、2018年にC型小惑星Ryuguに到着し、上空から中間赤外域

(8~12μm)で熱撮像を行って、約10m@10kmの空間解像度で地域毎の表層温度を決定する予定である。特に

小惑星の自転に伴って時々刻々と変化する表層温度のプロファイルから表層の熱物性値を推定して、小惑星の

熱に関連する進化の歴史を紐解く。本発表では、2015年12月3日に行った地球スイングバイ前後のTIRによる

地球観測での検出器の性能チェック結果、特に検出器のアライメントと観測される絶対温度の校正を地球観測

データと比較して報告する。
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